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陳 情 文 書 表 

 
【令和５年第９回横手市議会１２月定例会】 

番号 受理年月日 件  名 要    旨 陳情者住所氏名 付託委員会 

陳情５ 

第 12 号 
R5.11.14 

学校における教員不足と長時間

過密労働解消のために、学級編制

標準と基礎定数の改善による正

規教員増を国に要請する意見書

提出に関する陳情 

 教育現場では教員不足により、児童生徒が自習を余

儀なくされたり、管理職が担任したりする事例が頻発

している。原因としては、非正規依存が進んだことや

長時間過密労働の表面化による教職希望者の減少など

があげられる。問題の解消のためには、正規教員を増

やすことが不可欠である。 

 学校における教員不足と長時間過密労働解消のため

に、少人数学級制を拡充すること及び基礎定数改善に

よる正規教員増を求める意見書を提出されるよう陳情

する。 

 総務文教 

陳情５ 

第 14 号 
R5.10.5 

国民のいのちと健康を守るため、

政府の責任で医療・介護施設への

支援を拡充しすべてのケア労働

者の賃上げや人員増のため国に

意見書提出を求める陳情 

医療や介護現場で働くすべてのケア労働者の賃上げ

と人員配置増につなげるよう、診療報酬と介護報酬を

抜本的に引き上げる臨時改定を実施すること及び医療

機関、介護施設に行き渡る物価高騰支援策を拡充する

ことを求める意見書を提出されるよう陳情する。 

秋田県医療労働組合連合会 厚生 

陳情５ 

第 15 号 
R5.10.5 

健康保険証廃止の中止について

国に意見書提出を求める陳情 

マイナンバーカードをめぐる問題が続出している。

そのような中、マイナンバーカードへの一体化による

健康保険証の廃止により健康保険証を持てず、保険診

療を受けられない人が生じないよう、現行の保険証を

残すことを求める意見書を提出されるよう陳情する。 

秋田県医療労働組合連合会 厚生 
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番号 受理年月日 件  名 要    旨 陳情者住所氏名 付託委員会 

陳情５ 

第 16 号 
R5.10.16 

冬季間の除雪に関する陳情 

 

野崎線バイパス開通以来、バイパスより加羽地内消

雪パイプがある区間まで個人にて除雪してきたが、都

合により除雪が困難になったため、市に除雪を依頼し

たく陳情する。 

新平川自治会長 産業建設 

陳情５ 

第 17 号 
R5.11.6 

秋田県に対して「子供の医療費助

成を中学から高校卒業まで引き

上げること」を求める意見書提出

の陳情書 

子供の医療費助成について、全国知事会などでは、

国が責任をもって医療費無料化を実施すべきとの提言

も行っているが、直ちに実現する状況となっていない。

また、秋田県内の自治体では 25市町村すべてで高校卒

業までの医療費無料化を実施しているが自己負担や所

得制限がある自治体もある。 

秋田県として子供の医療費助成を中学から高校卒業

まで引き上げることを求める意見書を提出されるよう

陳情する。 

秋田県社会保障推進協議会 厚生 

陳情５ 

第 18 号 
R5.11.10 

物価上昇に見合う老齢基礎年金

の改善を求める陳情 

老齢基礎年金だけで生活している高齢者の年金は少

なくなっており、年金だけで生活をすることは不可能

である。また、年金削減により、生活保護世帯に移行

する高齢者も増え、自治体の財政を圧迫するようにな

っている。 

国民の年金不安をなくし、自治体の財政健全化のた

めに、物価上昇に見合う老齢基礎年金等の支給額の改

善を行うことを求める意見書を提出されるよう陳情す

る。 

全日本年金者組合横手支部 厚生 

 

 


